
R4 鹿島中学校ふるさと教育（至誠学）体系図
南相馬市立鹿島中学校

南相馬ふるさと教育
南相馬の人や歴史・文化・伝統行事・自然・産業等を活かした学習を通して、郷土のよさを実感
できる教育

至誠学
南相馬ふるさと教育と道徳教育からなるもの
児童生徒が郷土のよさを実感し、郷土を愛する気持ちをもったり、互いに思いやり、尊重し合い、
まごころで接する事の大切さを学んだりすることを通して、自分の生き方を考える学習

至誠学の目標
・郷土の人々の活動に触れ、自分の生き方を考える。
・まごころの大切さを実感し、自分の生き方を考える。

《重点目標》 互いに認め高め合い 夢に向かって挑戦し続ける 品格のある鹿島中生

鹿島中学校ふるさと教育のねらい
各教科、道徳等と豊かな体験活動を密接に関連させた学習を通し、
①ふるさとの歴史や現状を理解し、魅力や課題を発見する。
②先人への感謝の気持やふるさとに対する愛着や誇りを持つ。
③ふるさとの発展に貢献したいという思いを抱く。
④思いやりや互いに認め、高め合うことの大切さを実感し、よりよい生き方を考える。

〈キーワード〉感謝、家族愛、敬愛、思いやり、心を込めて、自分を見つめる、誰かのため、将来に向けて、１つ１つ

関 郷 地域 地域の芸能を学ぶことを通し、郷土を愛し、誇りをもつととも 地
係 土 芸能 に、継承のための主体的な取り組みにつなげる。 域
機 の □小池獅子舞①、□相馬流山踊り② 社
関 歴 会

史 史跡 地域の方々から史跡の説明を聞いたり、巡ったりすることを通
探訪 し、郷土の歴史を理解し郷土への愛着を深める。

□真野古墳群①、□万葉歌碑①、□神社・仏閣①、
□ため池・用水路①、 □相馬野馬追①

報 江戸 報徳仕法の精神や先人の偉業を学ぶとともに、地域の人々の努
徳 時代 力や知恵に知恵や努力を尊ぶ心を育てる。
仕 □報徳仕法とは①、□天明の飢饉からの立て直し①、
法 □二宮尊徳、富田高慶、荒至重らの功績①

現代 東日本大震災からの復興の状況を知り、これからの地域作りと
連 報徳仕法の関わりについて考える。 連
携 □ロボットテストフィールド①、□あすびと福島①、 携
・ □職場体験②、□復興に携わる地域人材② ・
協 協
働 地 福祉 地域の状況課題について学び、考えるとともに、解決に向けで 働

域 きることを考える。
貢 □高齢者福祉、障害者福祉、児童福祉、地域福祉③
献
環境 草花や作物の栽培を通して自然への慈しみの心を養う
緑化 とともに環境保全の意識を高める。

□真野川緑化事業①②③、□学校花壇（菜園）①②③

奉仕 地域のクリーン活動を通して、環境に配慮した生活の仕方につ
活動 いて考え、実践しようとする意欲を育てる。

□クリーン活動①②③

・各教科、 ・道徳教育、 ・総合的な学習の時間、 ・特別活動 ・キャリア教育


